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第
20
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

三
月
一
五
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

      
 
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 吉

見
町
の
田
辺
倉
五
郎 

一
、
は
じ
め
に 

三
月
十
一
日
、
吉
見
町
江
和
井
の
田
辺
倉
五
郎

（
倉
治
郎
）（
文
化
三
年
～
明
治
十
五
年
）
の
墓
を

探
し
に
行
き
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ
に
続
い
て
二
回

目
で
す
。
今

回
は
推
測
し

た
所
で
す
ぐ

に
見
つ
か
り

ま
し
た
。
お

墓
を
見
学
さ

せ
て
頂
い
て

い
た
ら
、
運

良
く
実
家
の
奥
様
が
来
ら
れ
、
家
に
案
内
し
て
い

た
だ
き
史
料
ま
で
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
倉

五
郎
が
会
田
嘉
吉
と
天
保
十
一
年
に
、
さ
い
た
ま

市
西
区
中
釘
の
秋
葉
神
社
に
奉
納
し
た
算
額
は
見

学
の
ガ
ー
ド
が
き
つ
く
、
ま
だ
実
見
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
お
墓
と
史
料
を
見
学
で
き
た
の
は
幸
い
で

し
た
。 

二
、
墓 

 

文
献
１
と
見
比
べ
て
み
る
と
墓
に
は
次
の
よ
う

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
倉
治
郎
と
あ
る
の
で
こ
れ

が
本
名
で
、
倉
五
郎
は
通
称
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

生
年
は
行
年
か
ら
逆
算
す
る
と
文
化
三
年
か
。 

秋
染
紅
葉
居
士
と
は
何
と
粋
な
こ
と
か
。 

               

 

三
、
算
額 

秋
葉
神
社
の
算
額
は
二
問
あ
り
、
何
れ
も
容
術

の
問
題
で
最
後
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す（「
埼
玉

の
算
額
」
Ｎｏ

35
よ
り
）。
向
山
村
と
は
現
在
の
上

尾
市
で
す
。 

武
州
横
見
郡 

 
 
 
 
 

下
吉
見
領
井
河
新
田 

 
 
 
 
 
 
 

田
邊
倉
五
郎
高
康 

關
流
算
學 

 
 
    

同
州
北
足
立
郡 

 
 
 
 
 

大
谷
領
向
山
村 

 
 
 
 
 
 
 

會
田
嘉
吉 

       

願
主          

廣
懸 

 

天
保
十
一
庚
子
年
三
月
吉
辰 

 

ま
た
、
こ
の
算
額
に
は
算
木
を
並
べ
て
師
匠
が

教
え
て
い
る
よ
う
な
図
が
あ
り
ま
す
。
人
物
は
四

人
描
か
れ
て
い
て
文
献
２
は
、「
師
匠
ら
し
い
人
、

弟
子
に
指
示
し
て
い
る
人
、
算
盤
に
算
木
を
置
い

て
い
る
人
、
そ
ろ
ば
ん
を
扱
っ
て
い
る
人
で
、
黒

い
羽
織
を
着
て
扇
子
を
持
っ
て
い
る
の
が
倉
五
郎

で
、
弟
子
に
指
図
し
て
い
る

の
が
会
田
嘉
吉
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

一
問
目
は
図
の
よ
う
に
三

角
形
の
中
に
甲
円
三
個
、
乙

円
一
個
、
丙
円
一
個
あ
り
、

甲
の
直
径
が
20
寸
の
と
き
、

圓 

明
治
十
五
年
十
一
月
廿
日 

俗
名
田
辺
倉
治
郎 

 

行
年
七
十
七
才
三
ヶ
月 

寶 
明
治
十
五
年
八
月
七
日 

俗
名
田
辺
リ
ノ 

 

行
年
六
十
六
年
一
ヶ
月 

 
 

今
般
奇
特
ニ
付
自
今
永
院
號
居
士
許
容
候
事 

 
 
 
 
 

横
見
郡
久
保
田
村 

無
量
寺 

 
 
 
 
 

明
治
十
七
年
三
月 

 
 

圓
明
院
秋
染
紅
葉
居
士 

 
 

寶
船
院
青
蓮
妙
恵
大
姉 

 

横
見
郡
東
吉
見
村
大
字
江
和
井 

 
 
 
 
 
 
 

施
主
田
辺
綱
五
郎 

 
 
 
 

明
治
廿
七
年
七
月 
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乙
の
直
径
を
問
う
も
の
。 

 
二
問
目
は
図
の
よ
う
に

円
内
（
外
円
）
に
小
円
二

個
、
大
円
一
個
あ
り
、
斜

（
横
線
）
の
長
さ
が
４
寸

８
分
、
小
円
径
１
寸
８
分

の
と
き
、
大
円
径
を
問
う

も
の
で
す
。 

「
所
掲
武
蔵
国
一
宮 
氷
川
社
算
題
三
条
」（
東

北
大
）に
は
こ
の
算
額
の
解
術
が
載
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、前
術
の
一
問
目
が
會
田
和
吉(

嘉

吉
に
あ
ら
ず)

、二
問
目
が
田
辺
倉
五
郎
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
後
述
の
史
料
で
も
裏
付
け
ら
れ

ま
す
。
な
お
、

こ
の
資
料
は
何

故
か
問
題
部
分

の
前
半
が
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。 

ま

た

二

問

目
の
答
は
算
額

に
は
「
二
寸
四

ト
令
二
毛
有
奇
」

と
あ
り
ま
す
が
、

筆
者
が
解
い
て

み
た
ら
「
二
寸

九
分
二
二･･･

」

と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

四
、
史
料 

遺
っ
て
い
る
史
料
は
三
点
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
刊
本
の
よ
う
で
す
が
題
名
は
不
明
。
残
り

の
一
つ
は
「
算

法
記
」（
天
保
八

年
、
三
十
一
歳

位
）
と
題
す
る

も
の
で
比
較
的

易
し
い
問
題
を

扱
っ
た
練
習
帳

の
よ
う
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
内

表
紙
に
「
関
流

算
術
之
学
士
田

鍋
倉
五
郎
康
高
堂 

撰
之
高
康 

印
」（
天
保
十
年
）

と
あ
る
も
の
で
、
少
し
複
雑
な
図
形(

容
術)

問
題

を
解
い
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に

は
掲
額
し
た
二

問
目
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。 

（
追
記
） 

二
問
目
は
筆
者

の
解
い
た
の
は

正
し
く
、
ま
た
史

料
の
中
で
は
正

し
く
求
め
て
ま

す
。
算
額
に
書
く

と
き
に
間
違
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

五
、
お
わ
り
に 

文
献
１
に

よ
れ
ば
、
倉

五

郎

は

藍

商
・
穀
商
を

営
ん
で
い
た

と
い
い
ま
す
。

天
元
、
点
竄

を
用
い
算
木

も
使
い
弟
子

は
多
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。

養
子
の
網
五
郎
も
藍
の
商
売
を
し
、
算
法
を
教
え

て
い
た
と
い
い
ま
す
。 

文
献
１
に
は
書
類
等
は
残
っ
て
い
な
い
と
あ
り

ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
に
若
干
の
史
料
が
残
っ
て

い
て
貴
重
で
す
。 

突
然
の
訪
問
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
家
の
奥
様
に

は
親
切
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 参
考
文
献 

(1)
三
上
義
夫
「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者
６
」 

(2)
「
埼
玉
の
算
額
と
和
算
家
紙
上
展
４
」
埼
玉
新
聞 

1988

年
3
月
13
日 

 

【
補
足
】
秋
葉
神
社 

 

秋
葉
神
社
の
本
殿
は
見
慣
れ
な
い
形
を
し
て
い

ま
す
。
秋
葉
神
社
の
Ｈ
Ｐ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り

「算法記」（田辺家） 

秋葉神社算額の複写（田辺家） 

「関流･･･」（田辺家） 

二問目の問題（田辺家） 

マ 

マ 

マ 

マ 

マ 

マ 
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ま
す
。 

「
本
殿
は

「
八
ツ
棟
、

三
手
先
作

り
」
江
戸

時
代
代
表

的
様
式
の

大

隅

流

「
八
ツ
棟
、

三
手
先
作

り
」
で
そ

の
四
面
に

は
豪
壮
優

美
な
彫
刻

が
壁
面
を

埋
め
尽
く

し
て
い
ま

す
。」 

 

算
額
は

か
つ
て
ど

こ
に
掲
額

さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ

う
か
、
少

し
気
に
な

り
ま
し
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

黒
沢
重
栄
の
氷
川
神
社
の
問
題 

熊
谷
市
久
下
の
黒
沢
重
栄
が
天
保
六
年
三
月
勢

登
亀
之
進
重
羽
と
大
宮
の
氷
川
神
社
に
奉
額
し
た

も
の
の
一
問
目
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。 

 
こ
の
問
題
の
旁
弧
円
錐
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、

一
年
以
上
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

十
二
月
に
松
本
登
志
雄
様
に
解
法
も
含
め
て
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰

様
で
旁
弧
円
錐
の
意
味

が
わ
か
り
、
解
き
方
も

昔
の
数
学
の
教
科
書
を

取
り
出
し
て
積
分
を
理

解
し
ま
し
た
。
結
果
を

以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ま
し
た
。 

  

こ
の
問
題
の
解
き
方
は
、
田
辺
倉
五
郎
の
所
で

出
て
来
た
「
所
掲
武
蔵
国
一
宮 

氷
川
社
算
題
三

条
」の
中
で
も
和
算
の
方
法
で
解
か
れ
て
い
ま
す
。

が
、
ち
ょ
っ
と
難
し
過
ぎ
て
理
解
で
き
て
い
ま
せ

ん
。（
涙･･･

） 
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従って求める体積は（但し＋は不適）ゆえに

これから

、すなわちを通るからこれが、

ば、旁弧の円の式は図のように座標をとれ

として、。旁弧の半径を断した断面は円になる高さに垂直な平面で切

することになる。の頂点で円と高さは接錐体と思われる。錐体

ると片側は円弧になるなもので、側面から見旁弧円錐は円錐の特殊

･･･ 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

藤
田
貞
資
・
嘉
言
父
子
の
墓 

  

内
田
五
観
の
墓
を
見
学
し
た
い
と
思
っ
て
資
料

を
探
し
て
い
た
ら
、
今
ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た

が
『
明
治
前
日
本
数
学
史
』（
第
五
巻
）
に
「
四
谷

南
寺
町
西
應
寺
に
葬
る
。
こ
の
寺
は
藤
田
貞
資
の

墓
所
で
あ
る
。
最
勝
院
殿
釋
諦
觀
荘
嚴
居
士
と
い

ふ
」
と
あ
る
の
を
知
り
ま
し
た
。 

早
速
尋
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
藤
田
貞
資

の
墓
の
見
学
で
七
年
程
前
に
西
応
寺
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
で
二
度
目
の
訪
問
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

広
大
な
墓
域
の
ど
こ
に
あ
る
か
の
情
報
が
な
い

ま
ま
尋
ね
た
の
で
、
端
か
ら
見
て
行
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
結
論
か
ら
言
え
ば
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。見
落
と
し
な
の
か
、

既
に
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。 仕

方
な
く
、
入
っ
て
直
ぐ
の
左
側
に
あ
る
藤
田

貞
資
の
墓
を
再
度
見
学
し
ま
し
た
。
貞
資
の
墓
と

並
ん
で
子
の
嘉
言(

よ
し
と
き)

の
墓
も
あ
り
ま
す
。

貞
資
の
墓
は
前
面
に
「
雄
山
藤
田
先
生
墓
」
と
あ

り
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
碑
文

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
文
の
内
容
は
『
増
修
日
本

数
学
史
』
他
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
嘉
言
の
墓

は
前
面
に
「
龍
川
先
生
之
墓
」
と
あ
り
、
裏
面
に

碑
文
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
裏
は
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
な
っ
て
い
て
写
真
が
撮
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
三
月
六
日
訪
問
） 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

２０
号
ま
で
の
北
武
蔵
の
和
算
家 

 

今
号
ま
で
に
取
り
上
げ
た
北
武
蔵
（
埼
玉
北
西

部
）の
和
算
家
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
他
に
も
い
て
書
き
足
り
て
い
ま
せ
ん
。 

 

熊
谷
市
（
伊
藤
慎
平
、
明
野
栄
章
、
黒
沢
重
栄
、

代
島
久
兵
衛
、
鈴
木
仙
蔵
） 

上
里
町
（
吉
沢
恭
周
） 

美
里
町
（
小
林
喜
左
衛
門
） 

と
き
が
わ
町
（
宮
崎
萬
治
郎
） 

東
秩
父
村
（
豊
田
喜
太
郎
） 

東
松
山
市
（
小
堤
幾
蔵
） 

横
瀬
町
（
大
越
数
道
軒
） 

毛
呂
山
町
（
平
山
山
三
郎
） 

吉
見
町
（
矢
嶋
久
五
郎
豊
高
、
田
辺
倉
五
郎
） 

滑
川
町
（
吉
野
米
三
郎
、
小
林
三
徳
） 

嵐
山
町
（
船
戸
悟
兵
衛
） 

小
川
町
（
高
橋
和
重
郎
、
山
口
三
四
郎
、
久
田
善

八
郎
、
細
井
長
次
郎
、
吉
田
勝
品
、
福

田
重
蔵
、
松
本
寅
右
衛
門
、
杉
田
久
右

衛
門
） 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

盆
栽
の
紅
梅
が
散
り
、
庭
木
の
白
梅
も
盛
り
が

過
ぎ
ま
し
た
。
狭
い
庭
で
次
に
咲
く
の
は
椿
、
そ

し
て
小
さ
な
し
だ
れ
桜
、
さ
ら
に
「
や
ま
ぶ
き
」

で
す
。
三
寒
四
温
を
経
た
春
が
待
ち
遠
し
い
。 

こ
こ
一
ヶ
月
以
上
ひ
ど
い
肩
凝
り
に
悩
ま
さ
れ

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
の
も
難
儀
な
状
況
。
昔
か
ら
の

体
の
堅
さ
と
、
日
頃
の
姿
勢
の
悪
さ
、
長
時
間
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
相
ま
っ
て
の
結
果
な
の
だ
ろ
う

か
。
病
院
に
行
っ
て
も
ど
こ
も
悪
く
な
い
で
す
、

で
終
わ
り
。
散
歩
と
柔
軟
運
動
で
何
と
か
解
決
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
さ
や
か
な
文
章
で
す
が
、
や
っ
と
20
号
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
ペ
ー
ス
は
落
ち
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
今
少
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

伊藤慎平の墓 


